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幡豆工場の主な生産製品

オティックス幡豆工場

バランサー カムハウジングアルミ粗材 ギヤ関係

1.職場紹介 2/29

オティックス
幡豆
物流課

出荷

鋳造 切削 組付

製造課

オティックスの製品をください

かんばん情報

製造課に情報を出し
生産指示します

仕入れ

仕入先
約100社

各仕入れ先の製品をください

かんばん情報

すみません！
明日までに仕入れ先の

製品をください

土曜までに
出荷します！

1.職場紹介 3/29

活動の様子

サークルメンバーのみで活動せずにアドバイザー、世話人
他部署にも協力をしてもらい活動してきた

名前の由来

・自部署の受け入れ70ヤードから

構成人数

・10人

QC検定取得状況

・3級：6人 4級：4人

特徴

・気兼ねなく意見が言えるサークル

発表者
稲垣

リーダー
山口班長

ナナマルサークル

2.サークル紹介 4/29

基本情報

2000/03/05に爆誕 現在25歳

入社日、職歴

2018年、幡豆製造部物流課に配属

QCテーマリーダーの歴史

2020年、初テーマリーダー…大苦戦
2024年、2回目のテーマリーダー…大健闘

趣味

推しのライブ観戦、ラーメン巡り

発表者紹介

2.サークル紹介 5/29

Y軸：明るく働きがいのある職場X軸：QCサークルの平均的な能力

サークルゾーンレベル

考え方
（問題解決のステップ）

改善

多能工 手法

運営

X軸：平均3.1→目標3.5

チームワーク

5S

意欲 連携
（他部署を巻き込んでの活動）

会合

Y軸：平均3.0→目標3.4

●活動前 ▲活動目標

Bゾーンからさらに
レベルアップ！

強み：雰囲気が良く、他部署も巻き込んで活動できる

弱み：意欲がある人だけの活動になりがち・・・

目標：弱みを克服し全員参加でさらにレベルアップできるように活動していく

強み弱み

2.サークル紹介 6/29

3.テーマ選定の理由

会社としてCO2排出量低減する活動をしてるけど
物流ではＱＣで取り組んだことがないよねカーボンニュートラル促進に

向けて物流でも活動しよう

産廃低減は去年活動したので
今回は電力に着眼しよう

物流で大きく電力を使用してるのは
箱洗浄機ではないか？

箱洗浄機の使用電力量を
調べてみよう！！

3-1 テーマ選定の背景

・サークル会合にて取り組む内容を話し合った

7/29

図２ 箱洗浄機 日別電力使用量
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調査日：2024年6月20日
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3.テーマ選定の理由
3-2 箱洗浄機の月別電力使用量の実績
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図1 23年6月～24年5月 箱洗浄機 月別電力使用量

調査日：2024年6月8日
調査者：鈴木

（
電
力
量
）

稼働日数によって電力使用量
も変動していますね！

Ave：17,706kwh/月

Ave：844kwh/日

日別電力使用量の
バラつきは±５％以下

ですね

他ラインと比較しないと
多いのか少ないの分から
ないね

幡豆工場の他ラインと
比較してみよう！！

8/29
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図3 24年3月 幡豆工場電力量比較

調査日：2024年6月22日
調査者：鈴木

3-3 箱洗浄機と他ラインとの電力量比較

3.テーマ選定の理由

幡豆工場の複数台ラインと
同等の電力量を1台で使用

していますね

以上のことから
テーマ：『箱洗浄機における電力量の低減』に決定 全員参加！
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これは取り組まなきゃ
ダメだ！！

4.現状把握
4-1 箱洗浄機の概要

箱洗浄機

今回の主役!!

箱洗浄機

今回の主役!!

洗浄前 洗浄後

箱洗浄機とは…
製品運搬に使用する箱の異物や油等を除去する機械で品質確保の為に洗浄を行っている設備です

【空箱の流れ】

客先

客先から
空箱返却

箱洗浄機
にて洗浄

製造へ
供給

箱洗浄機内における
工程の電力使用量を
調査してみよう！！
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図5 工程別使用電力量

図4 箱洗浄機の流れ

作成日：2024年6月28日
作成者：まゆ

4.現状把握

4-2 箱洗浄機の流れと電力使用箇所

【①空箱投入】 【③箱乾燥】

【④搬送】【⑤冷却】【⑥出口】

【②箱洗浄】

加温装置
・乾燥ヒーター
・乾燥ブロワ
（電力32.0kwh）

・スポットクーラー
（電力1.5kwh）

・駆動コンベア
（電力0.6kwh）

洗浄、乾燥工程が
多く電力を使用して
ますね

全体の97％

加温装置
・洗浄液ヒーター
・洗浄液ポンプ
（電力32.6kwh）
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サイクルでどう動いているの
か分からないですね

稼働分析をして
調べてみよう！！

図6 箱洗浄機 1サイクル当たりの設備稼働時間と使用電力量調査

調査日：2024.7.17
調査時間：6:30～9:04
調査者：酒井

6:36～7:13 7:13～7:50 7:50～8:27 8:27～9:04

4.現状把握
4-3 稼働分析を行い箱洗浄機の稼働調査

箱洗浄機の作業は1サイクル＝37分で作業

稼働時間と電力量は
比例してますね

なぜ空運転が発生して
しまうんですかね？

空運転が発生してしまう
理由を調べてみよう！！

5.8
5.8

5.8 5.8
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1サイクルで5.8分の
空運転がありますね

出口センサ
入口センサ

4-4 空運転が発生する理由の調査

4.現状把握

箱洗浄機で立ちんぼを行い、空運転の調査

1サイクルの最後の箱が出口センサを通過して
350秒後（5.8分）に設備が止まりました！！

出口センサ通過 設備停止

設備停止コンベア停止

150秒後

箱洗浄機の温度（加温）も高いと
多くの電力を使用するので次は温度を

調査します！！
ムダな
空運転
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いつ空運転が発生
するんだ？

4.現状把握

4-5 洗浄、乾燥工程の温度調査

作成日：2024年8月2日
作成者：まゆ

【①空箱投入】 【③箱乾燥】

【④搬送】【⑤冷却】【⑥出口】

【②箱洗浄】

推奨温度：50℃
現状温度：50℃

推奨温度：80℃
現状温度：80℃

洗浄、乾燥温度は
メーカー推奨温度ですね

現状把握で分かった事を
まとめてみよう！！
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推奨温度だけど
高温ですね

4.現状把握

4-6 現状把握のまとめ

・箱洗浄機は品質確保の為に必要
現状把握で分かった事を

まとめました

目標設定をしましょう！！

箱洗浄機

今回の主役!!

箱洗浄機

・日当たり平均844kwh電力を使用しており
洗浄、乾燥工程が全体の97％電力を使用している

・1サイクル＝37分の中に5.8分の空運転がある

・洗浄、乾燥温度はメーカー推奨温度である
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次は目標設定ですね

箱洗浄機の電力量
844kwh/日を

2024年12月末までに

▲20％/日
(675kwh/日 以下へ)

いつまでに

何を

どうする

作成日：2024年8月19日
作成者：酒井

目標達成するぞ！

5.目標設定と活動計画
作成日：2024年8月20日
作成者：酒井 計画 実績

表1 活動計画表

16/29

作成日：2024年8月23日
作成者：山田

図7 「箱洗浄機の電力量が多い」の特性要因図

6-1 特性要因図にて要因の洗い出しを行った

時間も
怪しい！

温度が
怪しい！

6.要因の解析 17/29

表2 重要要因・仮説・検証表

作成日：2024年8月23日
作成者：山田

6-２ 重要要因の抽出による仮説と検証

6.要因の解析 18/29



表4 洗浄温度別の洗浄結果

現状温度

調査日：2024年9月14日
調査者：酒井

6.要因の解析
6-３ 重要要因№1の検証

【 検証1】
重要要因No.1：洗浄温度が高い
仮 説 ： 加温ヒーターにおける電力量が多いのではないか？
検 証 ： 洗浄温度を下げても洗浄状態に問題がないか検証

②箱洗浄 【③箱乾燥】【①空箱投入】

油のテカリ有り！

温度は40℃では油が
残ってしまうので
45℃は必要ですね

図8 洗浄温度を下げた電力量/日の推移

調査日2024.9月14日
作成者：有馬

重要要因ですねぇ
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温度を5℃下げたら
▲157kwh/日

調査日：2024年10月1日
調査者：山田

表5 乾燥温度別の洗浄結果

現状温度

【検証２】
重要要因No.２：乾燥温度が高い

仮 説 ：加温ヒーターにおける電力量が多いのではないか？
検 証 ：乾燥温度を下げても乾燥状態に問題がないか検証

6-4 重要要因№2の検証

品質上で取り組み不可

6.要因の解析

②箱洗浄 【③箱乾燥】【①空箱投入】

乾燥温度を10℃下げ
ると水滴残り発生し
てしまいますね
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出口センサ

図12 箱の搬送時間

入口センサ

取出し口

コンベア停止までの時間を短縮する検証

6-5 重要要因№3の検証

入口センサ～出口センサ
までの時間は168秒

コンベア自動停止の時間を
200秒⇒170秒に変更
（2秒は安全を考慮）

引続き自動停止（全設備）の
時間を検証します

6.要因の解析

【検証3】
重要要因No.3：空運転の時間が長い

仮 説 ：空箱が出口到達後、自動停止するまでの空運転時間が長く電力量が多いのではないか？
検 証 ：空運転時間を短縮しても空箱が出口まで流れるか検証

168秒

現状設定は200秒なので
32秒はムダですね
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全設備停止のタイミングは
どうすればよいですか？

自動停止までの時間をどれだけ短縮できるか検証（全設備）

調査日：2024年10月7日
調査者：山田

図10 時間変更トライ

6.要因の解析

保
全

コンベアが停止したら機内に箱は
無いのですぐに全設備停止しても
大丈夫ですよ

図9 時間変更後の稼働分析

6:36～7:13 7:13～7:50 7:50～8:27 8:27～9:04

2.9
2.9

2.9
2.9
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変更後の稼働分析
では空運転時間が
2.9分になってま
すね

全設備停止の時間を
150秒⇒5秒に変更

・時間を変更しても空箱は
出口まで流れたので問題なし

・時間変更で▲161kwh/日

重要要因ですねぇ

図11 『箱洗浄機の電力量を低減するには』の系統図及び対策案評価マトリックス図

作成日：2024年10月15日
作成者：全員

7-1 対策案の検討

7.対策の検討と実施 23/29

決定！ 図12 洗浄温度を下げた結果

洗浄温度を
45℃に変更

作成日：2024年10月16日
作成者：山田

【対策①】
洗浄温度の設定を変更する

【▲157kwh/日】

7-2 対策の実施

②箱洗浄 【③箱乾燥】

【④搬送】【⑤冷却】【⑥出口】

【①空箱投入】

電力量低減ですねぇ

7.対策の検討と実施 24/29

【対策②】
自動停止までの時間設定を変更する

【▲161kwh/日】

7-3 対策の実施

電力量低減です♡

7.対策の検討と実施

図13 自動停止までの時間を短くした結果

作成日：2024年10月30日
作成者：山田
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図14 箱洗浄機の対策効果

作成日：2024年11月30日
作成者：酒井
期間：2024年11月4日～15日

対策後

無形の効果

CO2排出量、電力量の低減活動を通じて
環境への意識が高まり、箱洗浄機の仕組みも
知ることができた

電力量の低減

844(kwh)－594(kwh)＝▲250kwh/日

効果金額 ▲1,440,000円/年
（250kwh/日×24円×20日×12ヶ月）

有形の効果

8.効果の確認 26/29

目標達成

作成日：2024年12月11日
作成者：全員

表8 反省と今後の課題

10.反省と今後の課題

作成日：2024年12月4日
作成者：全員

表7 標準化の実施状況

9.標準化と管理の定着 27/29

活動後のサークルゾーンレベル

X軸：QCサークルの平均的な能力

考え方
（問題解決のステップ）

多能工

X軸：平均3.1→活動後3.2

改善

手法

運営

Y軸：明るく働きがいのある職場

チームワーク

連携
（他部署を巻き込んでの活動）

Y軸：平均3.0→活動後3.1

強み弱み

意欲

5S 会合

●活動前 ▲活動目標 ●活動後

自分達で調査できない時には強みである、他部署と連携して調査をする事ができ
一部の人の活動にせず全員に役割を与え協力して活動ができるようになりました！！

レベルアップ！！

11.QCサークル活動評価 28/29


